








FGS は,その組織学的特性から,糸球体数が限定された生検材料からの診断は必ずしも容易

ではない。今回,私達はステロイド剤および免疫抑制剤に抵抗性のネフローゼ症候群で,臨

床的には強く FGS が疑われたが,腎生検を 2 回施行したにもかかわらず,FGS とは確診し得

なかった症例を経験した。 


